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』
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
・
中
古
・
中
世
の
散
文
作
品
の
引
用
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
』（
小
学
館
／
以
下
『
新
全
集
』）
に
よ
っ
た
が
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
引
用
は
室
城
秀
之
校
注
『
う
つ
ほ
物
語　

全　

改
訂

版
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
一
三
年
）
に
、『
今
鏡
』
の
引
用
は
竹
鼻
績
訳
注
の
講
談
社
学
術
文
庫
（
昭
和
五
九
年
）
に
よ
り
、
い
ず

れ
も
巻
数
及
び
頁
数
を
示
し
た
。
な
お
、
表
記
や
句
読
点
を
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
和
歌
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
よ
っ
た
が
、『
万
葉
集
』
は
中
西
進
訳
注
の
講
談
社
文
庫

（
昭
和
五
三
〜
六
一
年
）
に
、
八
代
集
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
／
以
下
『
新
大
系
』）
に
よ
っ
た
。

一
、
古
記
録
・
歴
史
書
等
の
引
用
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
以
下
の
通
り
と
し
た
。

 

『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』
は
『
大
日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店
）、『
権
記
』
は
『
史
料
纂
集
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）、『
帥

記
』『
左
経
記
』『
春
記
』『
中
右
記
』『
台
記
』
は
『
増
補
史
料
大
成
』（
臨
川
書
店
）、『
令
集
解
』『
延
喜
式
』『
文
徳
実
録
』『
日

本
紀
略
』『
本
朝
世
紀
』『
吾
妻
鏡
』
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
っ
た
。

 

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
通
行
の
本
文
に
従
い
、
そ
の
都
度
出
典
を
記
し
た
。

 

〔　

〕
内
は
割
注
を
示
す
。
ま
た
、
私
に
読
点
・
返
り
点
を
施
し
た
。

一
、『
源
氏
物
語
』
古
注
釈
書
の
引
用
は
、『
河
海
抄
』
は
玉
上
琢
彌
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四
三
年
）
に
、
そ

の
他
の
も
の
は
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
』（
桜
楓
社
）
に
よ
っ
た
が
、
私
に
読
点
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
論
文
引
用
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
単
行
本
所
収
の
も
の
に
よ
る
よ
う
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
初
出
年
を
示
し
た
。
引
用
文
中

の
表
記
は
原
則
と
し
て
原
文
通
り
と
し
た
が
、
一
部
異
体
字
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
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9 序論　平安朝の婚姻慣習

序
論
　
平
安
朝
の
婚
姻
慣
習

─
「
妻
」
を
表
す
用
語
か
ら

─

一
、
婚
姻
慣
習
の
議
論
を
め
ぐ
っ
て

平
安
朝
の
文
学
作
品
内
に
は
多
様
な
婚
姻
形
態
が
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
特
に
ほ
と
ん
ど
の
物
語
の
世
界
に
お
い
て
、
男
女
の
結
び

つ
き
の
種
々
の
様
相
や
そ
れ
に
伴
う
心
理
追
求
は
そ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
作
品
を
理
解
す
る
上
で
婚
姻
の
問
題

は
避
け
て
通
れ
な
い
と
言
え
よ
う
が
、
特
に
近
年
で
は
、
作
品
の
背
後
に
存
在
す
る
当
時
の
婚
姻
慣
習
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
研

究
が
、
国
文
学
の
分
野
に
お
い
て
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
主
因
と
し
て
は
、
歴
史
学
・
社
会
学
・
文
化
人
類
学
な
ど
と
の
学

際
的
交
流
に
よ
る
、
我
が
国
の
婚
姻
制
度
に
対
す
る
理
解
の
深
化
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
研
究
の
対
象
は
多
岐
に
わ
た
り
、
例
え

ば
天
皇
の
婚
姻
、
中
で
も
後
宮
に
お
け
る
后
妃
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
の
進
展
も
看
過
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
議
論

が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
一
般
貴
族
の
婚
姻
形
態
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
お
い
て
も
、
考
察
の
対
象
は
平
安
中
期
に
お
け
る

摂
関
家
を
中
心
と
し
た
貴
族
に
限
り
、
后
妃
の
入
内
、
す
な
わ
ち
女
側
が
参
上
す
る
と
い
う
特
殊
な
形
態
を
と
る
天
皇
・
東
宮＊
＊

や
、

説
話
な
ど
に
見
え
る
庶
民
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
考
慮
の
外
と
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
婚
姻
の
様
相
を
居
住
形
態
や
正
妻
の
性
格
な
ど
の
観
点
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
諸
氏
の
作
業
は
、
様
々
な

成
果
を
上
げ
て
お
り
、
恰
も
論
は
出
尽
く
し
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
は
、
各
所
説
に
お
け
る
概
念
・
用


